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・他市事例の情報収集や調査研究を行い、本市において導入が可能なものから着手についての
検討を進めていく。

・超高齢化社会が進行し、火葬件数も年々増加傾向にある。
・それに対応すべき施設は開場以来２５年が経過し、火葬炉設備及び施設全体が老朽化してき
ており、計画的に施設改修や設備更新を実施していかなければならない。しかしながら、市の
財政面の制約等もあり、対処的な修繕に留まっている状況がある。
・このため、今後は、施設整備のための自主財源確保に向けて、情報収集や調査研究を積極的
に進めていく必要がある。

１　現状における課題

３　改善により期待できる効果

２　業務改善の趣旨及び具体的内容

・自主財源の確保により、施設の改修や修繕、設備の更新などをより計画的に実施できるよう
になる。
・併せて、斎場利用者の快適性の向上につながる。

施設維持管理のための自主財源確保に向けた調査研究見直しのタイトル
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・上半期　：　情報収集等の調査研究
・下半期　：　他市照会等を行い導入可能性についての具体的な検討

５　実施結果の振り返り

４　実施スケジュール（概要）


